
事業活性委員会（第２回）議事録  JBA 事務局 2025.4.11 

両日とも WEB(zoom)にて開催 
1） ４月２日（水）13:00～14:15 河元委員⾧、池田副委員⾧、水田様、 

米津委員、事務局 
2） ４月４日（金）15:00～16:15 河元委員⾧、洲鎌委員、事務局 

■議事 
●JBA 第１１期の振り返り、１２期の事業計画案（3/21 理事会）の報告 
●プランニングシート進捗と課題についての報告 
●委員会の今後の取組み（需要創出・啓発委員会との連携）ディスカッション 
 
４月２日会議 
＜事務局 村本＞ 
３月２１日開催の JBA 理事会報告、第１１期決算見通し、第１２期事業計画（案）につい
ての説明。理事の立候補、新規加盟企業及び加盟促進状況報告、他委員会との連携、SBI
厚労省認定団体検定制度、災害対策（避難所システム）についての報告、提案。資料は会
議投影にて使用。後ほど委員の皆様には配信 
 
＜事務局 稲本 ＞ 

プランニングシートに基づき第４クォーター活動事項を報告（シート参照） 
1，新規加盟企業の参入活動報告:新興企業、小売企業、大手、中堅のアプローチをす 

るも加盟には至らず。協会加盟への魅力が足らない反省もあり 
2, SNS 発信、広報活動:PRtimes の実施、HP の改修、JBA 呼称、ロゴ変更等案件は引

き続き委員会で検討していく 
3，保守管理企業は変更済、J-TAS システムは手動にて変更済。経費の削減につながって

いる。今後は HP の建て替えを進行させ、SBI 管理システム、経理・会計システム見直
しも引き続き委員会検討事項としていく 

 
＜河元委員⾧より＞補足説明 
・情報システムについてはほぼ完結 
・新規企業から協会に入りたいと言っていただくようにもっと魅力度を上げないといけな

い。 
・既存会員企業の協会加盟満足度アンケートも必要では。継続するメリット、項目をしっ

かり提示していくべき 
協会の魅力度を上げるには、例えば、 
①SBI 受験料が割引になる ②HC 認定制度が受けられる ③会員同士のコラボ（仕事
紹介など）支援 ④JBA 主催のカンファレンス（情報交換コミュニティー＆呑み会も） 
⑤HP 上に加盟企業の事業紹介ページ作成 ⑥JBA ロゴの使用（無料で使用可）など 7
～12 項目ぐらい挙げて委員会で検討。 

・JBA の３文字自体が不明瞭 → 睡眠、寝ることに関わる団体で「日寝協」などの分か
り易い呼称変更も検討が必要とご意見をいただく 



・日本固有のふとん文化（床で眠る）を世界文化遺産に登録する活動もどうか。この動き
に何か感じていただける。協会を知ってもらうネタにもなる 

・「睡眠環境・寝具指導士」が分かりづらい→極論「睡眠士」など。デザインも再考 
 
＜池田副委員⾧より＞ 
・現会員にアンケートは是非聞きたい。７点の項目は会員募集においては必要 
・JBA のネーミングも Sleep が入ると分かり易いのでは。名称変更は難しいと思うが 

検討してもよいと思う 
＜水田様＞ 
・寝ることで健康や明るくなること、必要不可欠、それに対し何をやるかがカギ 
＜米津委員＞ 
・JBA の HP 上にある協会の意義。SBI を取得することでどういう未来が開けるかカギ。

睡眠トレンドの高さ、質の良い睡眠をとるために SBI を取得すると店頭販売の説得力も
増す、商品開発にも生かせるなど色々メリットあり。啓蒙広げれば他業界にも波及可
能。結果大手の N 社なども HC や SBI に興味持たれて取得をしたければ協会加盟にもつ
ながる 

 
４月４日会議 
・事務局より１１期報告、12 期計画案の説明。委員会での取り組みも伝える 
・６月総会後、７月に１２期の委員会開催 
 
＜協会 HP の建て替えについて＞:河元委員⾧ 
・ディレクションと動かす担当（河元委員⾧ができる範囲か実労 2 日作業 3 日か?） 
 今あるページのリニュアル（ワードプレス）での組み換え、これでいじれるように変更

する。田口様 3 日～１週間（６月中旬の父の日が終了後からの取り掛かりか）シンプル
に変更。バナーは利用していく。まずはメニューを考えてもらう 

 
（事務局より） 
・HC ガイドライン（経産省）の３月３１日改訂。扱い企業様には経産省ロゴは団体のみ

の使用であったが、今後は HC 認定商品保有企業では HP 内でお取り扱いが可能となっ
た。HP 内に是非掲載して欲しい。まずは改訂の中身をご確認頂きたい 

 
（洲鎌委員）自社内での HP には今後掲載をしていきたい 
 
（河元委員⾧）この１年の経過説明。HP の掲載はまくら㈱で。土台の部分はある程度作

り上げた。広報、広告宣伝は事務局ではできていなかった。今後はここに注力する。 
新規会員の取得（協会加盟のメリット 12 項目ぐらい）、委員会で挙げて皆で検討。 
併せて既存会員の満足度調査も行っていく。 
 
 
                                  以上 

 


